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（研究報告３）
「スカルノのナショナリズム政策とバティック　――…インドネシアにおける国民文化の創造…――」
戸津正勝（国士舘大学…名誉教授、ハリウッド大学院大学…客員教授）
　スカルノは、多民族国家インドネシアにおける国民統合の困難さを当初から見抜き、「ビンネカ・
トゥンガル・イカ（Bhinneka…Tunggal…Ika）：多様性のなかの統一」という国家理念の下、多様な
民族文化をナショナリズムの枠組みのなかに再編成しようとした。その代表的具体例として、ジャ
ワの民族服飾としてのバティックに注目し、それを国民文化にまで高めようと試みた。本発表では、
どのようにすれば、ある特定の民族の伝統文化であるバティックをインドネシア人全体が共有でき
る国民文化へと発展させることができるのか、そのための具体的方策についての考察を紹介した。
（研究報告４）
「日本―インドネシア関係と日本におけるスカルノ研究」
高地薫（東京大学…非常勤講師）
　本報告は、戦後日本・インドネシア関係を概観し、その中でスカルノが果たした役割を確認する
とともに、戦後日本におけるインドネシア研究でスカルノがどのように扱われてきたのかを紹介し
た。バンドゥン会議（1955 年）後、早稲田大学、東京大学などが研究者を輩出し、スカルノやそ
の思想を中心とした研究は多くはないものの、土屋健治らの業績を中心に、日本におけるスカルノ
研究は世界的に見て突出している。その背景には、スカルノらインドネシアのナショナリストと人
的交流をし、その人脈を軸として発展してきた紐帯があった。
　その後、フロアを交えて盛んなディスカッションが行われ、それらを受けて、グントール・スカ
ルノ氏（プティ議員父君、スカルノ初代大統領ご長男）からコメントを賜った。
